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生産計画を行う品目マスタ （数量は伝票番号2023A014のもの）

生産計画のオーダリスト例 （同一品目を14回製造/数量はマチマチ）

要望日は同一製造着手日基準

品目ID/品目名 品目分類 品目種類 実施区分 要求量 単位 作業ID 資源ID
BOM

レベル

A製品バージョン７ 家具 完成品 作業 8 個 仕上げ フリー 1

A製品乾燥 家具 中間品 作業 8 個 乾燥 乾燥 2

A製品塗装 家具 中間品 作業 8 個 塗装 塗装 3

C共通部材 家具 中間品 作業 8 個 組立 組立 4

X資材 家具 資材 仕入 8 個 4

C共通部材加工 家具 中間品 作業 8 個 加工 プレス 5

X資材 家具 資材 仕入 16 個 6

Y資材 家具 資材 仕入 12 メートル 6
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生産計画の期間設定

① 期間を決めるパラメータは、品目マスタ内の資源ID関連情報と計画数量
② 計画実行時に、要望基準を「製造着手日」「製造完了日」のいずれかを選択
③「製造完了日」基準は、パラメータの設定で、完成品の製造完了日を要望日より前にするか、先に

するか選択

資源IDのカレンダ内の使用枠

資源ID
カレンダ

ID毎の稼働日を設定
（例）工場は暦の平日、外部検査は木曜のみ

分/1日 資源が持つ、一日当たりの稼働時間
例 一日8時間⇒480分

臨時 メニューで「臨時」指定時の稼働時間の掛け率

予定/自動 枠の使用率100%を超える時は、前後の空いてい
る期間をセットする

予定/手動 枠の使用率が100%を超えても、枠数を超えない
場合は期間をセットする

枠 一日の中で利用できる、計画枠数 最大 50
例 プレス機が4台の時 枠数４、2000分/１日
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注 区分欄は常に「標準」
配色欄はガントチャートの色設定

資源ID 分/1日 区分 臨時 予定 配色 枠

資源稼働 500 標準 1.0 自動 15 50

フリー 500 標準 2.0 自動 46 50

プレス 1000 標準 2.0 自動 7 4

組立 500 標準 2.0 自動 33 50

乾燥 500 標準 2.0 自動 36 50

塗装 500 標準 2.0 自動 37 50

資源カレンダ



設定項目 設定 期間説明
要望基準 3/22着手日基準 伝票番号2023A001 ～2023A014まで、

同時に生産計画を実施。
全体期間は23/3/16～23/4/11

カレンダ予定 自動

枠数 50

生産計画設定 製造着手日基準

資源合計ガントチャート

資源ガントチャートでは合計ガント
を押下すると、資源毎の使用率割合
が合計表示される
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本例では14の生産計画が工程毎に作
成される

生産計画ガントチャート



「組立」を選択した時のヒートマップ
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資源ヒートマップ（帯ガントチャート）



金属加工 生産計画ヒートマップ例

資源ID「トリム修正」の資源使用率が上限に近い

・資源ID「トリム修正」は3つの作業からなる
・橙色と赤字の日付は資源に余裕が無いため、全体工程を維持する為に注力する

資源使用

率 配色

0% 33

5% 28

20% 34

50% 27

80% 40

95% 22

100% 3

表示
配色



補記 所要日数（リードタイム）の考え方

①製造リードタイム :最低必要となる日数と製造数量に比例した日数の定義ができます。
・当初設定のリードタイムが５日で、所要量計算から計算される日数が３日の時 ⇒ リードタイム日数 ５日
・当初設定のリードタイムが５日で、所要量計算から算出される日数が６日の時 ⇒ リードタイム日数 ６日

②製造まとめ日数 :製造リードタイムと製造バッファ日数を合わせて「まとめ日数」と称します。
③仕入リードタイム :調達数量が異なっても日数は変動しません。
・日数が変動する場合は、事前に品目マスタの仕入リードタイムを変更してください

④製造日基準は、着手日基準と完了日基準が選択できます （下図は着手日基準の例）
・仕入は完了日基準（それまでに納品がされるという前提）しかありません

仕入 製造（内製・外注） 保管 納入

製造リードタイムリードタイム

固定

固定

変動 注文伝票納期

伝票納期と製造完了日の
差で日数管理

保管日数

着手日基準で期間を算出完了日基準で期間産出

OR
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